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受付・事務点検ASPに係るチェック一覧（訪問看護）

項番 種別
エラー
コード

受付不能
ASP

（※1）
エラー又は確認事項（※2） エラー原因 備考

1 L1 Ｌ１９１０ ●
レセプト番号が６桁以内の数字ではありません。
　　　　　　　行番号［ＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レコード内容［ＲＥ，０００２００，６１１２，５０６０６，利用者氏名］

６桁以内の数字でない。

2 L1 Ｌ１９１２ ●

訪問看護ステーション情報レコードの訪問看護ステーションコードがシステムに登録されていませ
ん。
　　　　　　　都道府県コード［ＸＸ]　点数表コード［Ｘ］
　　　　　　　訪問看護ステーションコード［ＸＸＸＸＸＸＸ］

訪問看護ステーション情報レコードの訪問看護ステーションコード（都道府県コード、点数表コード
を含む）が医療機関マスタに未登録。

3 L1 Ｌ１９１７ ●
訪問看護ステーション単位のレセプト番号が「１」からの昇順ではありません。
　　　　　　　行番号［ＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レコード内容［ＲＥ，０００２００，６１１２，５０６０６，利用者氏名］

訪問看護ステーション単位のレセプト番号が「１」からの通番で昇順に記録されていない。

4 L1 Ｌ１９２０ ●
Ｌ２エラー箇所が１０００箇所以上となりました。
審査支払機関へ連絡してください。

Ｌ２エラー箇所が１０００箇所以上である。

5 L1 Ｌ１９２３ ●
訪問看護ステーション情報レコードの次レコードが、レセプト共通レコード以外です。
　　　　　　　訪問看護ステーションコード［ＸＸＸＸＸＸＸ］

訪問看護ステーション情報レコードの次のレコードが、レセプト情報の先頭を示すレセプト共通レ
コード以外である。

6 L1 Ｌ１９２８ ●
訪問看護ステーション情報レコードの記録が限度（９９９回）を超えています。
　　　　　　　訪問看護ステーションコード［ＸＸＸＸＸＸＸ］

訪問看護ステーション情報レコードの記録限度（９９９回）を超えて記録された。

7 L1 Ｌ１９２９ ●
訪問看護ステーション情報レコードの電話番号が１５桁以内ではありません。
　　　　　　　電話番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

（１）訪問看護ステーション情報レコードの電話番号が１５桁を超えて記録された。
（２）英数記号（「'」、「;」を除く）以外が記録された。

8 L2 Ｌ２１００ ●

請求権の消滅時効
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　指定訪問看護年月［ＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

「保険者等同意済み」のコメントコード（820000242）がなく請求権消滅時効のレセプトが請求され
た。

9 L2 Ｌ２１１１ ●
請求データ内に履歴管理ブロックが記録されています。
　　　　　　　データ識別［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

請求データ内に履歴管理ブロックが記録されている。

10 L2 Ｌ２１１２ ●
レコード管理情報レコードの項目数が「５」ではありません。
　　　　　　　レコード内容［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

レコード管理情報レコードの項目数が５項目でない。

11 L2 Ｌ２１１３ ●
レコード管理情報レコードの行番号が５桁以内の数字ではありません。
　　　　　　　レコード内容［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

レコード管理情報レコードの行番号が５桁以内の数字でない。

12 L2 Ｌ２１１４ ●
レコード管理情報レコードの枝番号が３桁以内の数字ではありません。
　　　　　　　レコード内容［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

レコード管理情報レコードの枝番号が３桁以内の数字でない。

13 L2 Ｌ２１１５ ●
レコード管理情報レコードのレコード識別が「ＲＣ」ではありません。
　　　　　　　レコード内容［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

レコード管理情報レコードのレコード識別がＲＣ以外。

14 L2 Ｌ２１１６ ●
レコード管理情報レコードの管理情報が１００桁以内の英数字ではありません。
　　　　　　　レコード内容［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

レコード管理情報レコードの管理情報が１００桁以内の英数字でない。

15 L2 Ｌ２１１７ ●
履歴管理ブロック内に請求データが記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

履歴管理ブロック内に請求データが記録された。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 2 / 14 



受付・事務点検ASPに係るチェック一覧（訪問看護）

項番 種別
エラー
コード

受付不能
ASP

（※1）
エラー又は確認事項（※2） エラー原因 備考

16 L2 Ｌ２１１８ ● 履歴管理ブロックに返戻時の履歴管理ブロックと異なった内容が記録されています。
（１）履歴管理ブロックに返戻時の履歴管理ブロックと異なった内容が記録された。
（２）異なる審査支払機関から返戻されたレセプトの履歴管理ブロックが記録された。

17 L2 Ｌ２１１９ ● 確認試験用の履歴管理ブロックが記録されています。 確認試験用の履歴管理ブロックが記録された。

18 L2 Ｌ２１２０ ●

請求データと履歴管理ブロックの検索番号が一致していません。又は検索番号不備です。
　　　　　　　請求データ〔ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ〕
　　　　　　　履歴管理ブロック〔ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ〕
　　　　　　　レセプト内レコード番号〔ＸＸＸＸ，ＸＸＸＸ〕

（１）一次返戻再請求ファイルについて、請求データと履歴管理ブロック内の履歴請求データの検索
番号が不一致である。
（２）再請求ファイル内の検索番号が省略された。
（３）再請求ファイル内の検索番号が審査支払機関で記録した検索番号でない。

19 L2 Ｌ２１３１ ●
履歴請求データに使用できないレコード識別情報が記録されています。
　　　　　　　レコード内容［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

再請求ファイルの履歴管理ブロック内のレコード識別が当該点数表の記録条件仕様で定められている
レコード識別でない。

20 L2 Ｌ２１３３ ●

生年月日が正しい暦年月日ではありません。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　生年月日［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

生年月日が８桁の数字で記録されていない、または誤った暦年月日で記録された。

21 L2 Ｌ２１４０ ●
負担者種別が記録条件仕様に定められた値ではありません。
　　　　　　　負担者種別［Ｘ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

（１）　資格確認レコードの負担者種別コードに「１」以外の値が記録された。
（２）　受診日等レコードの負担者種別コードに「１」～「５」以外の値が記録された。

22 L2 Ｌ２１４１ ●

同一のレコード識別内で同一の負担者種別が複数記録されています。
　　　　　　　負担者種別［Ｘ］
　　　　　　　レコード識別情報[ＸＸ]
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

　資格確認レコードの場合
負担者種別が同一の資格確認レコードが複数記録されていないこと。
　受診日等レコードの場合
負担者種別が同一の受診日等レコードが複数記録されていないこと。

23 L2 Ｌ２１４２ ●
確認区分が記録条件仕様に定められた値ではありません。
　　　　　　　確認区分［Ｘ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

確認区分コードには「０１」～「０９」の値が記録されていること。

24 L2 Ｌ２１４３ ●

受診日等レコードの受診日等の情報が記録条件仕様に定められた値ではありません。
　　　　　　　レコード識別情報[ＸＸ]
　　　　　　　レセプト内レコード番号[ＸＸＸＸ]
　　　　　　　レコード内項目位置[ＸＸＸ]

受診日等レコードの１日～３１日の情報が記録条件仕様に定められた値で記録されていない。

25 L2 Ｌ２１４４ ●
窓口負担額区分が記録条件仕様に定められた値ではありません。
　　　　　　　窓口負担額区分［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

窓口負担額区分は「００」～「０２」の値が記録されていること。

26 L2 Ｌ２１４５ ●
当該レセプト種別に使用できない負担者種別が記録されています。
　　　　　　　負担者種別［Ｘ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

記録されたレセプト種別コードに対して使用できない負担者種別コードが記録された。

27 L2 Ｌ２１４６ ●

枝番の記録が正しくありません。国保連合会の場合は英数２桁です。後期高齢者の場合は記録でき
ません。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

枝番に英数以外で記録された又は後期高齢者で記録された。

28 L2 Ｌ２１４７ ●
国保連合会に請求するレセプトには、公費単独の負担区分コードは使用できません。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

記録された負担区分コードに対して使用できない負担区分コードが記録された。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 3 / 14 



受付・事務点検ASPに係るチェック一覧（訪問看護）

項番 種別
エラー
コード

受付不能
ASP

（※1）
エラー又は確認事項（※2） エラー原因 備考

29 L2 Ｌ２１４８ ●
後期高齢者レセプト以外では使用できない特記事項が記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

記録されたレセプト種別に対して使用できない特記事項が記録された。

30 L2 Ｌ２１５０ ●
請求できないレセプト種別が記録されました。
　　　　　　　レセプト種別［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

当該審査支払機関に使用できないレセプト種別が記録された。

31 L2 Ｌ２１５９ ●
当該指定訪問看護年月のレセプトは、次月以降に請求可能となります。
　　　　　　　指定訪問看護年月［ＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

システムの請求年月以降の指定訪問看護年月が記録された。

32 L2 Ｌ２１６０ ●
指定訪問看護年月が正しい暦年月ではありません。
　　　　　　　指定訪問看護年月［ＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

（１）指定訪問看護年月が６桁の数字で記録されていない、または誤った月が記録された。
（２）指定訪問看護年月が令和６年６月以降で記録されていない。

33 L2 Ｌ２１６２ ●
被保険者証番号が記録されていません。
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

被保険者証番号が記録されていない。

34 L2 Ｌ２１６３ ●

被保険者証記号にスペースが含まれています。
　　　　　　　被保険者証記号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
　　　　　　　ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

被保険者証記号にスペースが記録された。

35 L2 Ｌ２１６４ ●

被保険者証番号にスペースが含まれています。
　　　　　　　被保険者証番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
　　　　　　　ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

被保険者証番号にスペースが記録された。

36 L2 Ｌ２１６５ ●
レセプト特記の桁数が２桁の倍数ではありません。
　　　　　　　レセプト特記［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

レセプト特記の２桁ずつの区切りが数字２桁、スペース２桁でない。

37 L2 Ｌ２１６７ ●
保険者番号の記録が誤っています。
　　　　　　　保険者番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

保険者番号が数字８桁、スペース２桁＋数字６桁、スペース４桁＋数字４桁以外である。

38 L2 Ｌ２１６８ ●

傷病名レコードの修飾語コードの桁数が４桁の倍数ではありません。
　　　　　　　修飾語コード［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
　　　　　　　ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
　　　　　　　ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

傷病名レコードの修飾語コードの４桁ずつの区切りが数字４桁、スペース４桁でない。

39 L2 Ｌ２１６９ ●

医療観察（法別３０）レセプトに公費受給者番号が記録されている又は併用レセプトです。
　　　　　　　レセプト種別［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　公費負担者番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　公費受給者番号［ＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

公費負担者番号の法別が医療観察法で、公費受給者番号が記録された、または公費単独レセプト以外
で請求された。

40 L2 Ｌ２１７０ ●

公費受給者番号が記録されていません。
　　　　　　　レセプト種別［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　公費負担者番号［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　公費受給者番号［ＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

公費受給者番号が記録されていない。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 4 / 14 



受付・事務点検ASPに係るチェック一覧（訪問看護）

項番 種別
エラー
コード

受付不能
ASP

（※1）
エラー又は確認事項（※2） エラー原因 備考

41 L2 Ｌ２２００ ●
国保／後期レセプトと併用できない法別番号が記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

国民健康保険団体連合会への請求において、ＫＯレコードの第一～第四公費負担者番号に法別番号
（先頭２桁）「１２」（生活保護）が記録された。

医療扶助対応にて追加

42 L2 Ｌ２２０２ ●
１レセプト内に１００レコード以上の傷病名レコードが記録されています。９９レコードを超える
傷病名レコードは記録できません。

１レセプト内に１００レコード以上の傷病名レコードが記録された。

43 L2 Ｌ２３０２ ●
当該レセプト種別に使用できない負担区分が記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］　負担区分［Ｘ］　レセプト種別［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

当該レセプト種別に使用できない負担区分が記録された。

44 L2 Ｌ２３０４ ●
次の訪問看護療養費レコードに記録できないコードが記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］　コード［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

（１）訪問看護療養費レコードの訪問看護療養費コードの上１桁が「５」以外である。
（２）特記事項レコード及びコメントレコードのコメントコードの上１桁が「８」以外である。

45 L2 Ｌ２３１０ ●
次の訪問看護療養費レコードの数量データが記録されていません。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

きざみ値が設定されている場合、訪問看護療養費レコードの数量データが記録されていない。

46 L2 Ｌ２３１１ ●
次の訪問看護療養費レコードの数量データに０が記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

きざみ値が設定されている場合、訪問看護療養費レコードの数量データが以下のいずれかに該当す
る。
（１）０が記録された。
（２）数字以外が記録された。
（３）１０桁を超える数字が記録された。

47 L2 Ｌ２３３９ ●
次の項目に不要な値が記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

記録不要な項目に値が記録された。

48 L2 Ｌ２３４０ ●
予備項目に不要な値が記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

次の予備項目に不要な値が記録された。
・レコード識別情報［ＲＥ］　レコード内項目位置［009］～[010]
・レコード識別情報［ＳＮ］　レコード内項目位置［009］
・レコード識別情報［ＭＦ］　レコード内項目位置［003］～［033]
・レコード識別情報［ＴＪ］　レコード内項目位置［003］,[005]
・レコード識別情報［ＫＳ］　レコード内項目位置［003］
・レコード識別情報［ＣＯ］　レコード内項目位置［004］

49 L2 Ｌ２３８０ ●

コメントデータの修飾語コードの桁数が４の倍数ではありません。
　　　　　　　修飾語コード［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
　　　　　　　ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

コメントパターン９０の場合、文字データの桁数が４の倍数、または４桁の文字が数字４桁またはス
ペース４桁ではない。

50 L2 Ｌ２３８６ ●

特記事項レコードのコメントデータの修飾語コードの桁数が４の倍数ではありません。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　修飾語コード［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
　　　　　　　ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

コメントパターン９０の場合、文字データの桁数が４の倍数、または４桁の文字が数字４桁またはス
ペース４桁ではない。

51 L2 Ｌ２５３０ ●
記録条件仕様に定められているレコード数と異なっています。
　　　　　　　レセプト種別［ＸＸＸＸ］　レコード識別情報［ＸＸ］

（１）レセプト種別コードの３桁目を超える数の資格確認レコードが記録されている。
（２）レセプト種別コードの３桁目を超える数の受診日等レコードが記録されている。
（３）窓口負担額レコードが２レコード以上記録されている。

52 L2 Ｌ２５３１ ●
資格確認レコード、受診日等レコードの負担者種別が昇順に記録されていません。
　　　　　　　前回負担者種別［Ｘ］　今回負担者種別［Ｘ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

資格確認レコード、受診日等レコードの負担者種別コードが昇順に記録されていない。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 5 / 14 



受付・事務点検ASPに係るチェック一覧（訪問看護）

項番 種別
エラー
コード

受付不能
ASP

（※1）
エラー又は確認事項（※2） エラー原因 備考

53 L2 Ｌ２５３９ ●
次の項目に、記録可能な桁数を超えるデータが記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

記録可能な桁数を超えるデータが記録された。

54 L2 Ｌ２５４０ ●
レセプト種別と保険者レコード、公費レコードの記録が不一致です。
　　　　　　　レセプト種別［ＸＸＸＸ］　レコード識別情報［ＸＸ］

レセプト情報（保険者レコード、公費レコード）が当該レセプト種別に必要なレコード数分記録され
ていない、または必要なレコード数を超えて記録されている 。

55 L2 Ｌ２５４１ ●
記録必須項目が省略されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

記録必須の項目が省略された。

56 L2 Ｌ２５４２ ●
次のレコードの項目数がレコード識別情報と一致しません。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

レコードの項目数とレコード識別情報が不一致である。

57 L2 Ｌ２５４３ ●
次の項目の記録モードが誤っています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

誤った記録モードで記録された。

58 L2 Ｌ２５４４ ●
次の項目に使用できない文字が記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

使用できない文字が記録された。

59 L2 Ｌ２５４６ ●
公費受給者番号に数字以外が記録されています。
　　　　　　　公費受給者番号［ＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

公費受給者番号に数字以外が記録された。

60 L2 Ｌ２５４７ ● 保険者レコードが複数記録されています。 複数の保険者レコードが記録された。

61 L2 Ｌ２５５０ ● 保険者レコード有りで公費レコードが規定レコード数以上記録されています。 保険者レコード有りで公費レコードが規定レコード数以上記録された。

62 L2 Ｌ２５５２ ●
レセプト種別に対して、記録不要なレコードが存在します。
　　　　　　　レセプト種別［ＸＸＸＸ］　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号[ＸＸＸ]

レセプト種別に対して不要なレコードが記録された。

63 L2 Ｌ２５５３ ●
当該項目の桁数が不足しています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

固定桁数項目の桁数が不足している。

64 L2 Ｌ２５５４ ● 傷病名レコードが記録されていません。 傷病名レコードが記録されていない。

65 L2 Ｌ２５５５ ● 訪問看護療養費情報が記録されていません。 訪問看護療養費レコードが存在しない。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 6 / 14 



受付・事務点検ASPに係るチェック一覧（訪問看護）

項番 種別
エラー
コード

受付不能
ASP

（※1）
エラー又は確認事項（※2） エラー原因 備考

66 L2 Ｌ２７０９ ●
使用できない男女区分コードで記録されています。
　　　　　　　男女区分コード［Ｘ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

レセプト共通レコードの「男女区分」が規定のコードで記録されていない。

67 L2 Ｌ２７１５ ●
使用できない減免区分で記録されています。
　　　　　　　減免区分コード［Ｘ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

保険者レコードの「減免区分」が規定のコードで記録されていない。

68 L2 Ｌ２９１０ ●

次の日付が正しい暦年月日ではありません。
　　　　　　　日付［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

日付が８桁又は６桁の数字で記録されていない、または誤った暦年月日、暦年月で記録された。

69 L2 Ｌ２９１１ ●
訪問看護指示レコードが昇順に記録されていません。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

訪問看護指示レコードの指示区分が同一である訪問看護指示期間が２以上ある場合、早いものから順
次記録されていない。

70 L2 Ｌ２９１２ ●

利用者情報レコードの訪問場所の変更項目である訪問場所変更年月日と訪問した場所の記録が誤っ
ています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

利用者情報レコードの訪問した場所２または訪問した場所３が以下のいずれかに該当する。
（１）訪問場所変更年月日が記録されているが、コードが記録されていない。
（２）訪問場所変更年月日が省略されているが、コードが記録されている。

71 L2 Ｌ２９１３ ●
必須レコードが記録されていません。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

１レセプト内に以下のいずれかのレコードが記録されていない。
（１）医療機関・保険医情報レコードが記録されていない。
（２）訪問看護指示レコードが記録されていない。
（３）心身の状態レコードが記録されていない。
（４）利用者情報レコードが記録されていない。

72 L2 Ｌ２９１４ ●
不要なレコードが記録されています。又は単一レコードが複数記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］

（１）災害等レコードが１レコード以上記録されている。
（２）利用者情報レコードが２レコード以上記録されている。

73 L2 Ｌ２９１６ ●
次の項目の桁数が指定の倍数桁数又はモードではありません。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

以下いずれかの項目が指定の倍数桁数、またはモードで記録されていない。
（１）心身の状態レコードの基準告示第２の１に規定する疾病等の有無（桁数）が2の倍数で記録され
ていない。
（２）心身の状態レコードの該当する疾病等（桁数）が３の倍数で記録されていない。
（３）利用者情報レコードの利用者情報コード（桁数）が２の倍数で記録されていない。
（４）訪問看護療養費レコードの職種等（桁数）が２の倍数で記録されていない。

74 L2 Ｌ２９１７ ●
記録条件仕様に定められた値ではありません。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

以下いずれかの項目が記録条件仕様に定められた値で記録されていない。
（１）レセプト共通レコードの一部負担金区分
（２）医療機関・保険医情報レコードの医療機関等都道府県
（３）医療機関・保険医情報レコードの医療機関等点数表
（４）訪問看護指示レコードの指示区分
（５）心身の状態レコードの基準告示第２の１に規定する疾病等の有無
（６）心身の状態レコードの該当する疾病等
（７）心身の状態レコードのＧＡＦ尺度判定した値
（８）利用者情報レコードの訪問した場所１コード
（９）利用者情報レコードの訪問した場所２コード
（１０）利用者情報レコードの訪問した場所３コード
（１１）利用者情報レコードの訪問終了状況コード
（１２）利用者情報レコードの死亡の状況場所コード
（１３）利用者情報レコードの利用者情報コード
（１４）利用者情報レコードの他の訪問看護ステーション１及び２の都道府県
（１５）利用者情報レコードの他の訪問看護ステーション１及び２の点数表
（１６）情報提供レコードの情報提供先コード
（１７）特記事項レコードの特記事項コード
（１８）専門の研修レコードの専門の研修コード
（１９）訪問看護療養費レコードの職種等
（２０）訪問看護療養費レコードの同日訪問回数
（２１）訪問看護療養費レコードの指示区分
（２２）訪問看護療養費レコードの負担区分

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 7 / 14 



受付・事務点検ASPに係るチェック一覧（訪問看護）

項番 種別
エラー
コード

受付不能
ASP

（※1）
エラー又は確認事項（※2） エラー原因 備考

76 L2 Ｌ２９２０ ●
利用者の疾病等の記録が誤っています。
　　　　　　　基準告示第２の１に規定する疾病等の有無［ＸＸ］
　　　　　　　訪問看護療養費コード［ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ］

以下のいずれかに該当する。
（１）基準告示第２の１に規定する疾病等の有無（記録条件仕様　別表１３）と、該当する疾病等
（記録条件仕様　別表１４）の関連が正しくない。
（２）特別管理加算を算定した場合、基準告示第２の１に規定する疾病等の有無に別表８が記録され
ていない。
（３）重症度の高い利用者が特別管理加算を算定した場合、該当する疾病等に４１～４６のいずれも
記録されていない。
（４）長時間訪問看護加算（精神科を含む）を算定した場合、以下のいずれかにも該当しない。
　　①指定訪問看護年月の前月1日時点で十五歳未満の超重症児、または準超重症児。
　　②心身の状態レコードの該当する疾病等が別表８に該当する。
　　③特別訪問看護指示期間、または精神科特別訪問看護指示期間、かつ、算定年月日が指示期間
内。
（５）長時間訪問看護加算（重症者）（精神科を含む）を算定した場合、以下のいずれかにも該当し
ない。
　　①十五歳未満の超重症児、または準超重症児。
　　②心身の状態レコードの該当する疾病等が別表８に該当し、指定訪問看護年月の前月1日時点で十
五歳未満の小児。
（６）難病等複数回訪問加算を算定した場合、以下のいずれかにも該当しない。
　　①心身の状態レコードの基準告示第２の１に規定する疾病等の有無、および該当する疾病等が別
表７に該当する。
　　②心身の状態レコードの基準告示第２の１に規定する疾病等の有無、および該当する疾病等が別
表８に該当する。
　　③訪問看護指示レコードの指示区分が特別看護指示で、指示期間内の算定年月日である。
（７）訪問看護情報提供療養費２を算定した場合、以下のいずれかにも該当しない。
　　①算定年月日時点で１８歳以下の超重症児、または準超重症児。
　　②心身の状態レコードの基準告示第２の１に規定する疾病等の有無、および該当する疾病等が別
表７に該当する算定年月日時点で１８歳以下の小児。
　　③心身の状態レコードの基準告示第２の１に規定する疾病等の有無、および該当する疾病等が別
表８に該当する算定年月日時点で１８歳以下の小児。

75 L2 Ｌ２９１９ ●
条件により記録必須となった次の項目が省略されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

条件により記録必須となる項目が記録されていない。
（１）訪問終了状況コードに「９９」（その他）が記録された場合に、訪問終了状況文字データが記
録されていない、または訪問終了状況コードに「９９」（その他）以外が記録された場合に、訪問終
了状況文字データが記録された。
（２）死亡の状況場所コードに「９９」（その他）が記録された場合に、死亡の状況場所文字データ
が記録されていない、または死亡の状況場所コードに「９９」（その他）以外が記録された場合に、
死亡の状況場所文字データが記録された。
（３）利用者情報レコードの他の訪問看護ステーション１の都道府県、点数表、訪問看護ステーショ
ンコード、所在地、名称のいずれかが記録されているが、いずれかの項目が省略されている。
（４）利用者情報レコードの他の訪問看護ステーション２の都道府県、点数表、訪問看護ステーショ
ンコード、所在地、名称のいずれかが記録されているが、いずれかの項目が省略されている。
（５）利用者情報レコードの利用者情報コードに「０１」または「０２」が記録された場合に、他の
訪問看護ステーション１または２の都道府県、点数表、訪問看護ステーションコード、所在地、名称
の各項目がセットで記録されていない。
（６）利用者情報レコードの訪問終了年月日、訪問終了時刻、訪問終了状況コードのいずれかが記録
されているが、いずれかの項目が省略されている。
（７）利用者情報レコードの死亡年月日、死亡時刻、死亡状況場所コードのいずれかが記録されてい
るが、いずれかの項目が省略されている。
（８）訪問した場所１コードに「９９」（その他）が記録された場合に、訪問した場所１文字データ
が記録されていない、または訪問した場所１コードに「９９」（その他）以外が記録された場合に、
訪問した場所１文字データが記録された。
（９）訪問した場所２コードに「９９」（その他）が記録された場合に、訪問した場所２文字データ
が記録されていない、または訪問した場所２コードに「９９」（その他）以外が記録された場合に、
訪問した場所２文字データが記録された。
（１０）訪問した場所３コードに「９９」（その他）が記録された場合に、訪問した場所３文字デー
タが記録されていない、または訪問した場所３コードに「９９」（その他）以外が記録された場合
に、訪問した場所３文字データが記録された。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 8 / 14 



受付・事務点検ASPに係るチェック一覧（訪問看護）

項番 種別
エラー
コード

受付不能
ASP

（※1）
エラー又は確認事項（※2） エラー原因 備考

77 L2 Ｌ２９２３ ●
次の項目に外字が記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

以下いずれかの項目に外字が記録された。

（１）保険医情報レコードの主治医の氏名
（２）心身の状態レコードの心身の状態
（３）利用者情報レコードの訪問した場所１文字データ
（４）利用者情報レコードの訪問した場所２文字データ
（５）利用者情報レコードの訪問した場所３文字データ
（６）利用者情報レコードの訪問した訪問終了状況文字データ
（７）利用者情報レコードの訪問した死亡の状況場所文字データ
（８）利用者情報レコードの他の訪問看護ステーション１、または他の訪問看護ステーション２の所
在地
（９）利用者情報レコードの他の訪問看護ステーション１、または他の訪問看護ステーション２の名
称
（１０）レセプト共通レコードのカタカナ（氏名）

78 L2 Ｌ２９２４ ●
次の項目のコード内容が重複しています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

以下いずれかのコードが重複して記録された。
（１）レセプト特記１～５の中で重複したコードが記録された。
（２）基準告示第２の１に規定する疾病等の有無がレコード内に重複している。
（３）該当する疾病等がレコード内に重複している。
（４）該当する利用者情報コードがレコード内に重複している。

79 L2 Ｌ２９２５ ●
時刻項目の記録が誤っています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

以下のいずれかの時刻が記録されている場合で、正しい時刻で記録されていない。
（１）訪問終了時刻
（２）死亡の状況時刻

80 L2 Ｌ２９２６ ●

次の項目に整合性が取れない日付が記録されています。
　　　　　　　比較元：レコード識別情報［ＸＸ］　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　　　　　　　 レコード内項目位置［ＸＸＸ］　日付［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　比較先：レコード識別情報［ＸＸ］　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　　　　　　　 レコード内項目位置［ＸＸＸ］　日付［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

以下のいずれかの項目が他項目と比較した場合に、矛盾した日付が記録されている。
（１）指示期間（自）が指示期間（至）より未来の日付が記録された。
（２）訪問開始年月日が指定訪問看護年月より未来の日付である。
（３）訪問した場所２または訪問した場所３の訪問場所変更年月日が記録されている場合で、訪問場
所変更年月日が指定訪問看護月と異なる年月が記録された。
（４）訪問した場所２または訪問した場所３の訪問場所変更年月日が記録されている場合で、訪問場
所変更年月日が訪問開始年月日より過去の日付である。
（５）算定年月日が訪問開始年月日より過去の日付である。
（６）指定訪問看護年月と算定年月日の年月が異なる日付が記録された。
（７）生年月日の前日以前の訪問開始年月日が記録された。
（８）生年月日の前日以前の算定年月日が記録された。
（９）手順書交付年月日より前の直近見直し年月日が記録された。
（１０）指定訪問看護年月の翌月以降の手順書交付年月日が記録された。
（１１）指定訪問看護年月の翌月以降の直近見直し年月日が記録された。
（１２）ＧＡＦ尺度判定した年月日の年月が指定訪問看護年月と異なる年月が記録された。

81 L2 Ｌ２９２７ ●
廃止又は新設前の番号が記録されています。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

以下いずれかの項目で、当該訪問看護年月には廃止または新設前の、番号が記録された。
（１）保険者番号
（２）第一公費負担者番号
（３）第二公費負担者番号
（４）第三公費負担者番号
（５）第四公費負担者番号

82 L2 Ｌ２９２８ ●

訪問看護療養費と指示区分が不一致です。
　　　　　　　レコード識別情報［ＸＸ］　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］
　　　　　　　訪問看護療養費コード［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］
　　　　　　　指示区分［ＸＸＸＸＸＸＸＸ］

訪問看護療養費レコードの指示区分について、当該訪問看護療養費コードに対応する指示区分が記録
されていない。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 9 / 14 



受付・事務点検ASPに係るチェック一覧（訪問看護）

項番 種別
エラー
コード

受付不能
ASP

（※1）
エラー又は確認事項（※2） エラー原因 備考

83 L2 Ｌ２９３０ ●
不要な給付割合が記録されています。
　　　　　　　給付割合［ＸＸＸ］　レコード識別情報［ＸＸ］
　　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

不要な給付割合が記録された。

84 L2 Ｌ２９３１ ●
カタカナ（氏名）の記録が誤っています。
　　　　　　レセプト内レコード番号［ＸＸＸＸ］　レコード内項目位置［ＸＸＸ］

（１）全角４０文字（８０バイト）以内ではない。
（２）全角カタカナ、長音（ー）以外の文字が記録された。

85 L3 Ｌ３００１ ● 患者氏名が記録されていません。 レセプト共通レコードの氏名が省略または全桁スペースである。

86 L3 Ｌ３００２ ● 患者氏名に外字が含まれています。 レセプト共通レコードの氏名に外字が記録された。

87 L3 Ｌ３００６ ●
高齢受給者一般又は後期高齢者一般レセプト及び高齢受給者７割又は後期高齢者７割レセプトにつ
いて、特記事項に所得区分が記録されていません。

【支払基金】
高齢受給者一般レセプトおよび高齢受給者７割レセプトで、レセプト特記に「２６」、「２７」、
「２８」、「２９」、「３０」のいずれかが記録されていない。
【国保連合会】
高齢受給者一般または後期高齢者一般レセプトおよび高齢受給者７割または後期高齢者７割レセプト
で、レセプト特記に「２６」、「２７」、「２８」、「２９」、「３０」、「４１」、「４２」のい
ずれかが記録されていない。

88 L3 Ｌ３００７ ● 適用期間外の所得区分は記録できません。
レセプト特記に「１７」、「１８」、「１９」、「２２」、「２３」、「２４」、「２６」、「２
７」、「２８」、「２９」、「３０」、「４１」、「４２」が記録された。

89 L3 Ｌ３００８ ● 当該レセプト種別では記録できない所得区分が特記事項に記録されています。

【支払基金】
（１）社保、未就学者、家族および高齢受給者７割レセプト以外のレセプト特記に「２６」、「２
７」、「２８」が記録された。
（２）社保、未就学者、家族および高齢受給者一般レセプト以外のレセプト特記に「２９」、「３
０」が記録された。
【国保連合会】
（１）本人、未就学者、家族および高齢受給者７割または後期高齢者７割レセプト以外のレセプト特
記に「２６」、「２７」、「２８」が記録された。
（２）本人、未就学者、家族および高齢受給者一般または後期高齢者一般レセプト以外のレセプト特
記に「２９」、「３０」が記録された。

90 L3 Ｌ３０１８ ●
当該入院外レセプトでは、特記事項に「９６」（災１）は記録できません。入院外の被災者レセプ
トは、医保と公費の併用では請求できません。

医保単独以外のレセプトで、レセプト特記に「９６」並びに減免区分に「２」（免除）、または
「３」（支払猶予）が記録された。

91 L3 Ｌ３０８１ ● 第四公費負担者番号と第四公費受給者番号の組み合わせが重複して記録されています。
第四公費負担者番号および第四公費受給者番号が第一公費負担者番号および第一公費受給者番号、ま
たは第二公費負担者番号および第二公費受給者番号、または第三公費負担者番号および第三公費受給
者番号と同一である。

92 L3 Ｌ３０８２ ● 第四公費負担者番号が誤っています。 請求先のない第四公費負担者番号、または公費負担者番号以外が記録された。

93 L3 Ｌ３０８３ ● 第四公費に、併用レセプトでは請求できない公費負担者番号が記録されています。 単独で請求されるべき公費が、第四公費で併用請求された。

94 L3 Ｌ３０８４ ● 第二公費負担者番号と第二公費受給者番号の組み合わせが重複して記録されています。
第二公費負担者番号および第二公費受給者番号が第一公費負担者番号および第一公費受給者番号と同
一である。

95 L3 Ｌ３０８６ ● 第三公費負担者番号と第三公費受給者番号の組み合わせが重複して記録されています。
第三公費負担者番号および第三公費受給者番号が第一公費負担者番号および第一公費受給者番号、ま
たは第二公費負担者番号および第二公費受給者番号と同一である。

96 L3 Ｌ３０８７ ● 保険者番号が誤っています。 請求先のない保険者番号、または保険者番号以外が記録された。

97 L3 Ｌ３０８９ ● 第一公費負担者番号が誤っています。 請求先のない第一公費負担者番号、または公費負担者番号以外が記録された。 

98 L3 Ｌ３０９０ ● 第二公費負担者番号が誤っています。 請求先のない第二公費負担者番号、または公費負担者番号以外が記録された。

99 L3 Ｌ３０９３ ● 第一公費に、併用レセプトでは請求できない公費負担者番号が記録されています。 単独で請求されるべき公費が、第一公費で併用請求された。

100 L3 Ｌ３０９４ ● 第二公費に、併用レセプトでは請求できない公費負担者番号が記録されています。 単独で請求されるべき公費が、第二公費に記録された。

101 L3 Ｌ３０９６ ● 第三公費に、併用レセプトでは請求できない公費負担者番号が記録されています。 単独で請求されるべき公費が、第三公費で併用請求された。

102 L3 Ｌ３０９７ ● 第三公費負担者番号が誤っています。 請求先のない第三公費負担者番号、または公費負担者番号以外が記録された。 

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 10 / 14 
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103 L3 Ｌ３１０２ ● 貴院開設年月の前月以前又は廃止年月の翌月以降の診療年月が記録されています。
訪問看護ステーションの開設年月の前月以前、または廃止年月の翌月以降の指定訪問看護年月が記録
された。

104 L3 Ｌ３１０５ ● 当該レセプト種別では特記事項に「２０」（二割）は記録できません。
高齢受給者一般・低所得者レセプト（軽減特例措置対象者）以外のレセプト特記に「２０」（二割）
が記録された。

105 L3 Ｌ３１０７ ●
特記事項に「０２」（長）と「１６」（長２）が同時に記録されています。いずれか一方のみ記録
してください。

レセプト特記に「０２」（長）と「１６」（長２）が同時に記録された。

106 L3 Ｌ３１２０ ● 当該レセプト種別では当該法別の請求はできません。
審査支払機関が国保連合会の場合、国保のレセプト種別で法別番号に「00」以外、後期高齢者のレセ
プト種別で法別番号に「39」以外が記録された。

107 L3 Ｌ３１２２ ●
後期高齢者被保険者番号に８桁の数字以外が記録されています。被保険者番号を確認してくださ
い。

審査支払機関が国保連合会の場合、後期高齢者レセプトの保険者レコードの被保険者番号に８桁の数
字（００００００００以外）以外が記録された。

108 L3 Ｌ３１２８ ● 特記事項に所得区分が複数種類記録されています。いずれか一つのみ記録してください。

【支払基金】
レセプト特記に「２６」、「２７」、「２８」、「２９」、「３０」のいずれかの組み合わせが記録
された。
【国保連合会】
レセプト特記に「２６」、「２７」、「２８」、「２９」、「３０」、「４１」、「４２」のいずれ
かの組み合わせが記録された。

109 L3 Ｌ３１２９ ● 未就学者に該当しない年齢です。 レセプト種別が未就学者で、未就学者に該当しない生年月日が記録された。

110 L3 Ｌ３１３０ ● 未就学者に該当する年齢です。 レセプト種別が未就学者以外で、未就学者に該当する生年月日が記録された。

111 L3 Ｌ３１３７ ● 後期高齢者に該当しない年齢です。
審査支払機関が国保連合会の場合、後期高齢者のレセプト種別で後期高齢者に該当しない生年月日が
記録された。

　

112 L3 Ｌ３１３８ ● 高齢受給者又は後期高齢者に該当する年齢です。 本人、または家族のレセプトで、高齢受給者、または後期高齢者に該当する生年月日が記録された。

113 L3 Ｌ３１４３ ● 高齢受給者に該当しない年齢です。 高齢受給者に該当しない生年月日が記録された。

114 L3 Ｌ３１４６ ● 被保険者証番号部に数字の記録がありません。 被保険者証（手帳）等の番号に１桁も数字が存在しない。

115 L3 Ｌ３１４９ ● 被保険者証記号番号に外字が含まれています。 被保険者証（手帳）等の記号・番号に外字が記録された。

116 L3 Ｌ３１５２ ● 第一公費の受給者番号が誤っています。

【支払基金】
（１） 社保かつ第一公費を使用するレセプト種別で医療観察法（法別３０）の保険者以外の場合で、
公費受給者番号が全桁「０」である。
（２） 公費単独レセプトで医療観察法（法別３０）の保険者の場合で、省略されていない。
【国保連合会】
第一公費を使用するレセプト種別で医療観察法（法別３０）の保険者以外の場合で、公費受給者番号
が全桁「０」である。

117 L3 Ｌ３１５５ ● 第二公費の受給者番号が誤っています。 第ニ公費を使用するレセプト種別の場合で、第二公費受給者番号が全桁「０」である。

118 L3 Ｌ３１５８ ● 第三公費の受給者番号が誤っています。 第三公費を使用するレセプト種別の場合で、第三公費受給者番号が全桁「０」である。

119 L3 Ｌ３１５９ ● 第四公費の受給者番号が誤っています。 第四公費を使用するレセプト種別の場合で、第四公費受給者番号が全桁「０」である。

120 L3 Ｌ３１６１ ●
処方箋発行医療機関（訪問看護の場合は訪問看護指示書を交付した医療機関等）の名称に外字が含
まれています。

主治医の属する医療機関等の名称に外字が記録された。

121 L3 Ｌ３２０１ ● 診療実日数が当該診療月の日数を超えています。 当該指定訪問看護年月の日数を超えた保険者レコード・実日数が記録された。

122 L3 Ｌ３２０２ ● 第一公費の診療実日数が当該診療月の日数を超えています。 当該指定訪問看護年月の日数を超えた第一公費・実日数が記録された。

123 L3 Ｌ３２０３ ● 第二公費の診療実日数が当該診療月の日数を超えています。 当該指定訪問看護年月の日数を超えた第二公費・実日数が記録された。

124 L3 Ｌ３２０４ ● 存在しない傷病名コードが記録されています。 傷病名コードが、傷病名マスタに登録されていない。

125 L3 Ｌ３２０５ ● 存在しない修飾語コードが記録されています。 傷病名の修飾語コードが、修飾語マスタに登録されていない。

126 L3 Ｌ３２０９ ● 未コード化傷病名の傷病名称が記録されていません。 未コード化傷病名の場合、傷病名称が入力されていない。

127 L3 Ｌ３２１０ ● 実日数を超えた訪問看護基本療養費が算定されています。 保険者レコードまたは公費レコードに記録された実日数を超えた訪問看護基本療養費が記録された。

128 L3 Ｌ３２１１ ● 傷病名に外字が含まれています。 未コード化傷病名の場合、傷病名称に外字が記録された。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 11 / 14 
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129 L3 Ｌ３２１２ ● 第三公費の診療実日数が当該診療月の日数を超えています。 当該指定訪問看護年月の日数を超えた第三公費・実日数が記録された。

130 L3 Ｌ３２１３ ● 第四公費の診療実日数が当該診療月の日数を超えています。 当該指定訪問看護年月の日数を超えた第四公費・実日数が記録された。

131 L3 Ｌ３２１４ ● 補足コメントに外字が含まれています。 傷病名レコードの補足コメントに外字が記録された。

132 L3 Ｌ３３１７ ● 記録された数量データが「下限値－きざみ値」以下のため点数計算ができません。
上下限エラー処理が「２」、または「３」の場合、「下限値－きざみ値」以下の数量データが記録さ
れた。

133 L3 Ｌ３３９０ ● コメントの文字データに外字が含まれています。 コメントパターンが「２０」以外の場合、コメント文に外字が記録された。

134 L3 Ｌ３４０３ ●
当該診療年月では、すでに廃止されているか、あるいはまだ有効となっていないコードであるた
め、使用できません。

当該指定訪問看護年月に、廃止または新設前の訪問看護療養費コード・コメントコードが記録され
た。

135 L3 Ｌ３４３１ ● 当該コメントコードは日付等の記録が必要ですが、日付等の形式で記録されていません。 日付等の記録が必要なコメントコードに日付等の形式で記録されていない。

136 L3 Ｌ３４３８ ● 文字データの記録が必要なコメントコードですが、文字データが記録されていません。 文字データの記録が必要なコメントコードに、コメント文が記録されていない。

137 L3 Ｌ３４３９ ●
文字データが許容文字及び数字のみ有効のコメントコードですが、文字データに許容文字及び数字
以外が含まれています。

文字データに許容文字および数字のみ記録するコメントコードの場合、数字以外の文字データ（コメ
ントパターン「４２」の場合、「＋」、「－」、「．」（ドット）を除く）が記録された。

138 L3 Ｌ３４４０ ●
記録された文字データの桁数が、当該コメントに記録すべき文字データの桁数と一致しないため、
コメントが正しく作成できません。

文字データの桁数が決められているコメントコードに、異なる桁数の文字データが記録された。

139 L3 Ｌ３５１４ ● 減免区分が「１」（減額）以外で、減額割合が記録されました。 減免区分が「１」（減額）以外の場合、減額割合が記録された。

140 L3 Ｌ３５１５ ● 減免区分が「１」（減額）以外で、減額金額が記録されました。 減免区分が「１」（減額）以外の場合、減額金額が記録された。

141 L3 Ｌ３５２１ ● 減額割合に減額範囲外の割合（％）が記録されました。 減免区分が「１」の場合、「１≦減額割合≦９９」以外の減額割合が記録された。

142 L3 Ｌ３５２２ ● 減額金額に減額範囲外の金額が記録されました。 減額金額が「０」、または合計金額を超えて記録された。

143 L3 Ｌ３５２４ ● 減免区分が「１」（減額）で、減額金額と減額後の一部負担金の両方が記録されました。 減免区分が「１」（減額）の場合、減額金額と減額後の一部負担金の両方が記録された。

144 L3 Ｌ３５２５ ● 減免区分が「１」（減額）で、減額後の一部負担金が記録されていません。

（１）医保/国保本人、未就学者、家族のレセプトで、減免区分が「１」（減額）で、かつ減額割合お
よび減額金額が省略されている場合、減額後の一部負担金が記録されていない。
（２）高齢受給者のレセプトで、減免区分が「１」（減額）で、かつ減額割合が省略されている場
合、減額後の一部負担金が記録されていない。

145 L3 Ｌ３５２８ ● 減額割合と減額金額の両方が記録されました。 減免区分が「１」（減額）の場合、減額割合、減額金額双方が記録された。

146 L3 Ｌ３５３９ ● 一部負担金・食事療養費・生活療養費標準負担額区分に誤ったコードが記録されています。
（１）医保/国保本人、未就学者、家族のレセプトで、一部負担金区分が記録された。
（２）高齢受給者、または後期高齢者一般のレセプトで、一部負担金区分に「１」（低２）、「３」
（低１）以外が記録された。

147 L3 Ｌ３５５４ ●
高齢受給者７割又は後期高齢者７割レセプト及び特記事項「２９」（区エ）が記録された高齢受給
者一般レセプト又は特記事項に「４１」（区カ）「４２」（区キ）が記録された後期高齢者一般レ
セプトに、一部負担金区分コードが記録されています。

【支払基金】
高齢受給者７割レセプトおよびレセプト特記に「２９」が記録された高齢受給者一般レセプトで一部
負担金区分コードが記録された。
【国保連合会】
高齢受給者７割、または後期高齢者７割レセプトおよびレセプト特記に「２９」が記録された高齢受
給者一般、またはレセプト特記に「４１」、「４２」が記録された後期高齢者一般レセプトで一部負
担金区分コードが記録された。

148 L3 Ｌ３９３４ ● 訪問看護情報提供療養費２を算定した場合、前回算定年月が正しく記録されていません。

訪問看護情報提供療養費２が記録された場合に、情報提供レコードの記録が以下のいずれかに該当す
る。
（１）コードに「11」～「13」のいずれかが記録された場合、前回算定年月の記録がない。
（２）前回算定年月の記録がある場合、前回算定年月が指定訪問看護年月より未来月である。
（３）コードに「10」が記録され、かつ、前回算定年月の記録がある場合、前回算定年月が指定訪問
看護年月と同一年度内の年月である。

149 L3 Ｌ３９３５ ● ＧＡＦ尺度の記録が必要となる訪問看護療養費が算定されています。
精神科訪問看護基本療養費Ⅰ又はⅢが記録された場合に、ＧＡＦ尺度の判定した値または判定した年
月日のいずれかが記録されていない。

150 L3 Ｌ３９３６ ● 訪問看護ターミナルケア療養費算定時に記録が必要となる項目が正しく記録されていません。
訪問看護ターミナルケア療養費Ⅰ又はⅡが記録された場合に、以下のいずれかに該当する。
（１）訪問終了状況コードに「04」（死亡）が記録されていない。
（２）死亡の状況の年月日、時刻及び場所コードのいずれかが記録されていない。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 12 / 14 
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151 L3 Ｌ３９３７ ● 訪問看護療養費と特記事項コードの記録が不一致です。

以下のいずれかに該当する。
（１）緊急訪問看護加算が単独で記録された場合に、特記事項コードに「07　同一緊急」が記録され
ていない。
（２）看護・介護職員連携強化加算が記録された場合に、特記事項コードに「09　連」が記録されて
いない。
（３）緊急訪問看護加算が記録された場合に、特記事項コードに「10　緊急訪問看護の理由」が記録
されていない。

152 L3 Ｌ３９３８ ● 訪問看護療養費と専門の研修レコードの記録が不一致です。

以下のいずれかに該当する。
（１）訪問看護基本療養費ⅠまたはⅡのハが記録された場合に、専門の研修コードに「01」～「04」
のいずれも記録されていない。
（２）専門管理加算のイが記録された場合に、専門の研修コードに「11」～「13」のいずれも記録さ
れていない。
（３）専門管理加算のロが記録された場合に、専門の研修コードに「21」～「27」のいずれも記録さ
れていない。または、手順書交付年月日が記録されていない。

153 L3 Ｌ３９３９ ● 訪問看護療養費と同日訪問回数の記録が不一致です。

以下のいずれかに該当する。
（１）訪問看護基本療養費が算定された場合、同日訪問回数が記録されていない。
（２）同日複数回の訪問看護に係る加算が算定された場合、同日訪問回数の記録が加算の訪問回数と
不一致である。

154 L3 Ｌ３９４０ ● 療養費の算定年月日が指示期間内の記録ではありません。
訪問看護療養レコードの指示区分が「省略」以外の場合で、算定年月日が指示区分に応じた指示期間
内ではない。

155 L3 Ｌ３９４１ ●
心身の状態レコードの基準告示第２の１に規定する疾病等の有無（別表７、別表８、無）の組み合
わせが誤って記録されています。

心身の状態レコードの基準告示第２の１に規定する疾病等の有無に、１：別表７と３：無、または
２：別表８と３：無の組み合わせが記録された。

156 L3 Ｌ３９４２ ● 指示期間が重複して記録されています。又は、指示期間と特別指示期間が不一致です。

以下のいずれかに該当する。
（１）指示区分に「０１」（訪問看護指示）が記録された訪問看護指示レコードがなく、指示区分に
「０２」（特別訪問看護指示）が記録された。
（２）指示区分に「０３」（精神科訪問看護指示）が記録された訪問看護指示レコードがなく、指示
区分に「０４」（精神科特別訪問看護指示）が記録された。
（３）指示区分に「０５」（医療観察精神科訪問看護指示）が記録された訪問看護指示レコードがな
く、指示区分に「０６」（医療観察精神科特別訪問看護指示）が記録された。
（４）訪問看護指示期間に含まれない日付が特別訪問看護指示期間に記録された。
（５）精神科訪問看護指示期間に含まれない日付が精神科特別訪問看護指示期間に記録された。
（６）医療観察精神科訪問看護指示期間に含まれない日付が医療観察精神科特別訪問看護指示期間に
記録された。

157 L3 Ｌ３９４３ ● 指示期間又は、特別指示期間の日数が超過しています。
以下のいずれかに該当する。
（１）訪問看護指示の指示期間が６か月を超えている。
（２）特別訪問看護指示の指示期間が１４日を超えている。

158 L3 Ｌ３９４５ ● 療養費又はコメントに存在しないコードが記録されています。
審査支払機関に登録されている訪問看護療養費マスタ（基本テーブル等）及びコメントマスタに登録
されていないコードが記録された。

159 L3 Ｌ３９４６ ● 記録が必要な利用者情報コードが記録されていません。

以下のいずれかに該当する。
（１）特記事項レコードの特記事項コードに「０１」（他１）が記録された場合、利用者情報レコー
ドの利用者情報コードに「０１」または「０２」が記録されていない。
（２）特記事項レコードの特記事項コードに「０２」（他２）が記録された場合、利用者情報レコー
ドの利用者情報コードに「０２」が記録されていない。
（３）特記事項レコードの特記事項コードに「０７」（同一緊急）が記録された場合、利用者情報レ
コードの利用者情報コードに「０１」または「０２」が記録されていない。

160 L3 Ｌ３９４７ ●
該当する職種等コードが記録されておりません。又は、複数名訪問もしくは同日複数回訪問時の職
種等コードが正しく記録されていません。

訪問看護療養費レコードの職種等が以下のいずれかに該当する。
（１）職種等の指定がある場合に該当する職種等コードが記録されていない。
（２）複数名訪問看護加算又は複数名精神科訪問看護加算が記録された場合、職種等コードが複数記
録されていない。
（３）複数名訪問看護加算又は複数名精神科訪問看護加算が記録された場合、該当する職種等コード
が記録されていない。
（４）同日複数回訪問時に訪問回数分の職種等コードが正しく記録されていない。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 13 / 14 
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161 L3 Ｌ３９４８ ● 同一算定年月日に算定できない訪問看護療養費が併せて記録されています。 同一算定年月日に算定できない訪問看護療養費が併せて記録された。

162 L3 Ｌ３９４９ ●
特別訪問看護指示に係る訪問看護指示レコードが記録可能なレコード数を超えて記録されていま
す。

指示期間の開始年月日が当月である訪問看護指示レコードについて、以下のいずれかに該当する。
（１）特別訪問看護指示に係る訪問看護指示レコードが２レコード以上記録されている場合、該当す
る疾病等に「気管カニューレを使用している状態にある者」、または「真皮を越える褥瘡の状態にあ
る者」が記録されていない。
（２）特別訪問看護指示に係る訪問看護指示レコードが３レコード以上記録されている。
（３）精神科特別訪問看護指示に係る訪問看護指示レコードが２レコード以上記録されている。

163 L3 Ｌ３９５０ ● 特別管理指導加算を算定した場合、同一算定年月日に退院時共同指導加算が算定されていません。 特別管理指導加算を算定した場合、同一算定年月日に退院時共同指導加算が算定されていない。

164 L3 Ｌ３９５２ ● 日または月単位で、上限回数を超える療養費が記録されています。 日または月単位で、上限回数を超える回数が記録された。

165 L3 Ｌ３９５３ ● 上限値を超える療養費の数量データが記録されています。 きざみ値計算を行う訪問看護療養費において、上限値を超える数量データが記録された。

166 L3 Ｌ３９５４ ● 上下限年齢の範囲外となる療養費が記録されています。 上限年齢、または下限年齢の範囲外の訪問看護療養費が記録された。

167 L3 Ｌ３９５６ ● 訪問看護基本療養費と訪問看護基本加算療養費の組み合わせ記録が不一致です。 訪問看護基本療養費と訪問看護基本加算療養費の組み合わせ記録の誤りがあった。

168 L3 Ｌ３９５７ ● 固定金額が誤って記録されています。 固定金額が誤って記録された。

169 L3 Ｌ３９５８ ● 一部負担金が合計金額を超える値で記録されています。 一部負担金が合計金額を超える値で記録されている。

170 L3 Ｌ３９５９ ● 請求金額又は公費請求金額が誤って記録されています。

以下のいずれかの項目が誤って記録された。
（１）請求金額
（２）第一公費請求金額
（３）第二公費請求金額
（４）第三公費請求金額
（５）第四公費請求金額

171 L3 Ｌ３９６０ ● 訪問看護情報提供療養費を算定した場合、提供先への情報提供レコードが記録されていません。 訪問看護情報提供療養費を算定した場合、提供先への情報提供レコードが記録されていない。

172 L3 Ｌ３９６１ ●
情報提供先コードが記録されている場合に、該当する訪問看護情報提供療養費の記録がありませ
ん。

情報提供先コードが記録されている場合に、該当する訪問看護情報提供療養費の記録がない。

173 L4 Ｌ４０８８
保険者不明時に使用する保険者番号が記録されています。必要なコメントの記録等、記録内容に誤
りが無い場合はそのまま請求願います。

保険者不明時に使用する保険者番号が記録された。

174 L4 Ｌ４４２８
届出と異なる施設基準を算定しています。（画診共同、他医連携、臨時的取り扱い等除く）地方厚
生（支）局長等へ届出を行っているかご確認ください。届出が行われている場合（受理番号が発行
されている場合）はそのまま請求願います。

当該訪問看護ステーションの訪問看護療養費マスタ（施設基準テーブル）に登録されていない施設基
準の療養費が記録された。

175 L4 Ｌ４８９２
訪問看護ステーション名称が審査支払機関に登録されている名称と異なっているため、審査支払機
関に登録された名称に置き換えて受付けました。

医科・歯科・調剤・ＤＰＣ
記録された医療機関名称が医療機関マスタの名称と一致しない。
訪問看護
記録された訪問看護ステーション名称が医療機関マスタの名称と一致しない。

※1　「受付不能ASP」欄に「●」があるチェックは、訪問看護ステーションの修正を必須とするチェックです。
※2　受付処理結果リスト、受付・事務点検ASP結果リスト及びオンライン確認試験結果リストに出力されるメッセージです。 14 / 14 


